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【書　評】
大 津　 和 子 著 『 国 際 理 解 教 育 一 地 球 市 民 を 育 て る 授 業 と 構 想 』
(国土社, 1992) 2,200円
本書は，著者が「現代泄会」の科目で実践された授業
と地球市民を育てる教育という構想を関連づけて， わが
国の国際理解教育の新しいあり方を提案しているもので
ある。本書の内容を示す目次は次のようになっている。
Ｉ　地球市民を育てる授業
１　世界の家族
２　地球環境は今
３　世界の貿易
４　マイノリティ
５　死刑制度是か非か
６　「豊かさ」とは何か
Ⅱ　地球市民を育てる教育
１　国際理解教育
２　開発教育
３　ワールド・スタディズ
４　地球市民を育てる教育＝グローバル教育
「Ｉ　 地球 市 民 を育 て る授 業」 で は ， 取 り上 げ ら れ た
６つ の 授業 が ，単 元計 画 ・授業 実 践 の 過 程 ・生 徒 の 受 け
と めか た と評 価 と いう観 点 で述 べ られ て い る。 そ し て ，
これ らの授 業 を， 内容 的 に は 匚生 活 と文 化」「世 界 の 諸 問
題」「未 来 の世 界 」 とい う学習 領 域 方 法的 に は 「統 計 分
析」「 イ ン タビ ュ ー」「仮 説 検証 」「ロ ール プ レイ」「 ゲ ーム」
「 シ ミュ レ ーシ ョ ン」匚デ ィスカ ッ ショ ン」「 ディ ベ ー ト」
「意志 決定 」 と い う多 様 な学 習 活動 か ら位 置づ け てい る。
例え ば， 匚２　地 球環 境 は今」 の授 業 で は，「 世 界 の諸
問題 」 とし て の環 境問 題 に関 す る内 容 が 取 り 扱 わ れて い
る。 そ の為， 単元 目標 とし て は，「熱 帯 林 が急 速 に 消 滅 し
つつ あ る 現状 ，そ の原 因 およ び影 響 を 理 解 す る こ と がで
き る」「熱 帯 林問 題 に関 す るロ ールプ レイ を演 じ， 消 費 者
と して ど う すべ き かを考 え る こと がで き る」「環境 問 題 に
関心 を もち，地 球 環境 を で きるだ け 破 壊 し な い 暮 ら し か
たを 心 が け よ うと する」 こ とが設 定 さ れて い る。 指 導 計
廁 に基 づ く授 業 実践 で は，最 初 に， 環 境 問 題 に 関 す る新
聞記 事 の 収集 が な され，熱 帯 林破 壊 の 問 題 が 取 り 上 げ ら
れ る。 そ して，減 少す る世 界 の熱 帯 雨 林 の 現 状， わ が国
の木 材 輸 入 齔 熱 帯材 の用途，熱 帯 林伐 採 の影 響 など の
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考 察 がな さ れる。 さ らに， 梨滞 林 の輸 出 入 につ い て の 考
え方 を 異 に する ６人 の登場 人 物 によ る ロ ー ル プ レ イを 行
い， 熱帯 林 の取 り扱 い に関 す る論 議 が なさ れる。最 後 に，
地 球環 境を 守 る ため の方 法が ビ ンゴ ゲ ー ム に よ っ て 確 認
さ れ る。
こ のよ う に本授 業 は，熱帯 林 に 関 す る 地 球 的 問 題 が,･
見 解を 異 に する ６人 の登場 大 物 のロ ー ル プ レ イ に よ っ て
学 習 さ れる事 例 とな って い る。
「Ｕ　 地 球市 民を育 て る教 育」 で は，「国 際理 解 教 育 」
「開 発教 育」「 ワ ール ド・ ス タデ ィ ズ」 が 取 り 上 げ ら れ，
そ れ ら の歴 史， 目 標， 意義 と課 題 ， カ リ キ ュ ラ ム が述 べ
られて い る。そ して， そ れ らの教 育 を 包 摂 す る ア ン ブ レ
ラ概念 として，「地 球 市民 を育 て る教 育」 ＝「 グ ロ ーバ ル
教育 」 と捉 え， そ の教 育 の実 現化 を 図 る た め に ， 高 校 社
会 科 のカ リ キュ ラ ム構想 が立 て られ て い る。具 体的 に は，
「開 発問 題 学習 カ リ キュ ラ ム」 と「ワ厂 ル ド ・ ス タ デ ィ ズ
のカ リ キュ ラ ム」 を改善 して，「生 活 と文 化 」「 世 界 の 諸
問 題」「 未来 の世 界」 の学 習領 域 と 「 文 化 」「 相 互 依 存 」
「希 少 哇」「紛 争」「変ｲ 匕」「 公 正 」 の 中 心 概 念 に 基 づ い た
カ リキ ュ ラムが 構想 さ れて い る。 さ ら に ， こ の よ う な カ
リキ ュ ラ ム構 想 に前 半 の ６授業 が位 置づ け られ てい る。
こ の よう に本 書 は， 高校 社会 科 関 連 科 目 に お い て 活 用
可 能 な「 グロ ーバ ル教育 」 として の カ リ キ ュ ラ ム 編 成 の
基 本 視点 と多 様 な学 習 活動 に基 づ く授 業 事 例 を 示 し て い
ると ころ に 特徴 があ る。 そして ， 本 書 は高 校 で の 授 業 実
践 を 裏づ け とし た「 グロ ーバ ル教育 」 の モ デ ル授 業 事 例
にな る とこ ろ に意義 が あ ると言 え る。
し か し， 今後 ，著 者 が提 唱さ れ る 「 グ ロ ーバ ル 教 育 」
を 発 展 させ てい く為 に は，「開 発問 題学 習 カ リ キ ュ ラ ム」
や「 ワ ールド ・ スタ デ ィズ のカ リキ ュ ラ ム」 の改 善 に基
づ く構想案 で はカ リキ ュ ラ ム編 成 の理 論 的 説 得 性 が 乏 し
いこ と，各 授業 につ いて の内容 構 成 の 説 明 を 欠 い て い る
ので， 構想 案 の中 心 概念 と各授 業 の 内 容 構 成 と の 関 連 が
曖昧 で ある こ とな どの課 題 が指 摘で き る。
従 って， グロ ーバ ル教育 として の 革 新 的 な 授 業 実 践 の
報 告 か ら， な ぜそ の よ うな授業 が 革 新 的 な の か を グ ロ ー
バル 教育 と して の目 的 ・内 容･･方 法 と の 関 連 か ら 説 明 す
る研 究成 果 を期 待 す る次第 であ る。
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